
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

       

 

Vo.31 
2025 年 9月号 感染対策ニュース  

 

感染対策Q＆A 

全国の新型コロナウイルスの患者数が増加しています。今は第

13 波とも呼ばれる流行の波が来ていて、ウイルスの変異も続い

ています。人流が増えていること、暑いから屋内のイベントも

増えています。 ワクチンをうってから時間がたっていたり、マ

スクをしなくなってきて全体的に防御が緩んでいたりすること

もおそらくあり、大きな流行が起きています。のどの激しい痛

みが特徴の変異株「ニンバス」とその系統が、割を占めており、

ニンバスは、これまでのものと比べてやや感染力が強いとされ

ていますが、重症化する割合などに大きな差はないとみられて

います。 

 

 

 

対象週：8/18～8/24 

赤色：警報レベル 黄色：注意報レベル 

山梨感染症ポータルサイトより抜粋 

 

第 1問 

感染対策のための環境整備の目的

は「感染経路を遮断する」ため？ 

 
第 2問 

1 日 1 回以上および、汚染時に清拭

するのはどっち？ 

１．高頻度

接触面 

２．低頻度

接触面 

第 3問 

高頻度接触面はどれでしょうか？ 

 

第 4問 

テーブルの拭き方はどっちが正

しいでしょう？ 

 

 

答え：第 1問〇 第 2問：１ 第 3問：全部 第 4問：上の図 詳細は研修会資料参照 

夏の時期の新型コロナウイルス感染症が増えています 

山梨県でも、コロナ患者数が増加しており中北地域で警報、峡南は注意報

レベルになっています。年代別でもすべての世代で増加しています。 

甲府市でも患者数は急増しています。変異株であっても、感染経路や感染

対策は変わりません。 

手洗いやせきエチケット、エアコンを使用していても部屋の換気を行う 

などの基本的な感染対策を徹底しましょう。 

８月 13 日（水）に「感染予防と環境整備」というテーマで院内感染対策
研修会を行いました。感染対策の復習のためクイズにチャレンジしてみま
しょう。 


